
総合意見 1 2 3 4 5 6 7 8

1 阿　部　弘　道 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 石　川　　 　信 可 ○ ○ ○ ○

3 石　黒　泰　成 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 熊　谷　隆　益 可 ○ ○ ○ ○

5 熊　谷 　　真 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 後　藤　武　之 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 髙　橋　恭　子 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 高　橋　享　子 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 濱　田　　 純

10 松　浦　　 真 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11   皆  川　雪  子 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○

推奨図書等審査表　集計表

書籍名：〈世界に生きる子どもたち〉すごいね！みんなの通学路
人間としての愛情を豊かに育てるもの

自然を愛し、親しむ豊かな心を育てるもの

生きる力、喜び、生命を尊重する心を育てるもの

社会における良識と倫理観のかん養に役立つもの

情操心と教養を高めるもの

社会参加と奉仕の精神の意欲を高めるもの

秋田県及び秋田県出身者を題材にし紹介した図書等で郷土愛を育てるもの

その他青少年の健全な心身の成長に役立つもの

審査委員（５０音順） 意見欄

世界の様々な境遇の子どもたちがひたむきに学ぼうとする姿に読者の社会
的視野が広がることが期待される書籍であり、優良図書として推奨することが
適当である。

・　子どもたちにとって「学校とは何か」ということを改めて考えさせられた。
・　世界の通学事情を知ることができた。
※　子どもたちには、学校・勉学の意欲の喚起、大人たちには魅力ある学校づくりについて考えさせら
れる。

大変な思いをしながらも笑顔で通学する子どもたちの様子が伝わってくる。あ
たり前に学校に通えることのありがたさや学校で学ぶ意味を感じさせてくれる
本である。

日本では私たちが当たり前のように受けている教育も本当はとても恵まれた
もので、学校に通える喜びを再認識させてくれます。

国を変えれば、学校までの通学路の存在も変化していく。学校自体の存在意
義も同時に変化していくことが良く分かる。


